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1．はじめに
　過疎高齢化や限界集落などの悲観的な用語が
世間を飛び交うなかで、日本の山村は多くの課
題を抱えながらも、素のままの美しい暮らしを、
今に継承してきた。現在、人口 700 人余の小菅
村でも、「源流の郷」や「エコミュージアム日
本村」など、以前から多くの村づくりの取り組
みがなされている。源流の郷（小菅村発）、エ
コミュージアム（フランス発）、トランジショ
ンタウン（イギリス発）、美しい村連合（フラ
ンス発）の４つの代表的事例から、その活動経
験を学び、地方消滅論を再検討し、これを克服
する方策を探ることにした。

２．地域社会づくりの経験
１）趣旨説明と挨拶

－－青柳諭（ミューゼス研究会代表）－－

　第 36 回環境学習セミナー「明日の小菅を探
る」～持続可能な地域社会の再検討～にご参加
いただき感謝申し上げる。ミューゼス研究会は、
日本の山村に伝承されてきた知識を調査し、伝
統的知識・技能を学び、環境保全・創造する活
動を通じて、持続可能な地域社会をめざす「エ
コミュージアム日本村」づくりを平成 18 年か
ら行っている。成果を活かして８集落の散策
マップを制作し、道の駅などにおいて来訪者に
提供している。
　今回のセミナーは、「源流」をキーワードに
して地域づくり、村づくりを行っている小菅村
において、源流の郷、トランジションタウン、
美しい村連合の３代表から報告と、全国的に話
題になっている地域消滅論についての講演をい

ただき、全国の山村が直面している課題等を検
討する機会となればと思っている。
 
２）源流の郷小菅村　　　　　　　　　　　　

－－佐藤英敏（小菅村教育長）－－

　小菅村は、昭和 62 年の「多摩源流まつり」
の開催を機に『源流の郷』を意識したむらづく
りを展開してきた。それは、小菅村が首都圏を
流れる多摩川の源流域に位置するという現実か
らであった。
　多摩川流域には、400 万人を超える住民が暮
らし、その流域と交流と連携を深めようという
ものであった。山々を源とする清流は、山郷を
潤し、そのあちこちに生業が広がり、豊かな源
流文化を育んできた。源流には、先人から受け
継がれた「技」や「知恵」が存在している。こ
うした人間社会の源こそ、源流にほかならない。
21 世紀は、源流が輝き源流が大切にされる環境
の時代だと思う。小菅村は、源流の価値や魅力
を前面に出し、源流にこだわり源流を活かした
村づくりを展開している。
　環境の時代、持続可能な社会へのヒントは源
流にある。便利さに依存しすぎてはいけない。
源流という用語は 1986 年から使い始め、源流
そば、源流の郷協議会、源流大学などの活動を
進めてきた。また、東京都狛江市いかだレース
など、多摩川流域住民と交流を進めてきた。  

３）全国のトランジションタウン活動と藤野の例
－－小山宮佳江（NPO法人トランジション・ジャパ

ン共同代表／トランジション藤野メンバー）－－

　トランジション活動は、持続可能な暮らしを
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地域の仲間たちとともに創り出す活動。地域の
資源を見直し、身の丈にあった「できること、
やりたいこと」をしながら、人と人が楽しくつ
ながることで息の長い活動を行い、シフトした
地域を増やすことで、持続可能な社会の実現を
目指している。
　丁寧な暮らしと、環境とひとりひとりが尊重
される社会の創造。世界をはじめ日本各地にこ
のトランジションタウンという活動のしくみが
広がっている。相模原市旧藤野町では、知恵、心、
実践、また自発性、内発性を大事に、無理をし
ないで人々をつなぐボランタリーな活動をして
いる。リーダーを固定していない。やりたい気
持ちを大切に、自発性だけでもなんとか活動を
続けることができている。
 
４）「日本で最も美しい村」連合が目指す地域
社会の未来

－－杉 一浩（NPO法人「日本で最も美しい村」

連合　常務理事）－－

　NPO 法人「日本で最も美しい村」連合は本
年設立 10 周年を迎え、6月には北海道美瑛町で
の総会・戦略会議の開催に合わせて、「世界で
最も美しい村」連合会の総会を開いた。連合組
織の原点は、入会合否の資格審査があることと
相互に学び合う場を提供することで、自立の村
づくりを目標に据えて、成熟社会の持続的地域
モデル構築を目指している。加盟町村の人口減
を食い止めて持続的な美しい村を実現、地域資
源を未来に継承するためには、経済的な自立と
住民自治が 2本柱。54 の加盟町村には多様な分
野ですぐれた先進事例を持った町村も多く、さ
らには仏、伊、独への学びの旅から自立の村作
りの多くのヒントを得て来た。連合が継続的な
学習活動で展開している自立の村作りへの先進
事例を紹介する。
　人々の営みがあって、多様性のある美しい村
が維持される。自分たちのことは自分たちで決
める、自立した村づくり。資格審査は日本・世
界の先進事例を相互に学び合う場でもある。自
給・循環型経済、地域経済の自立と住民自治で、
地域にお金が残るようにする。リピーターは

人々の交流と多彩な料理の味が魅力で増える。
若者の雇用ビジョンが必要で、特色を出し、真
の豊かさを探ることだ。
 
３．地方消滅から地方創生へ

－－山下祐介（首都大学准教授）－－

　基調講演の詳細は別（48 ページ～）に掲載し
た。人口減少は「選択と集中」という人々の心
の問題である。都市化したところでも出生、子
育てできるようにすることが先にある課題だ。
今は東北地方でも出生率が急減している。都市
の人々は農山村への支援を自覚し、住民と行政
は相互依存的に協働しながら、自立をめざすべ
きだ。

４．地域（場）の伝統知に学び、暮らす～ムラ
を開いて広くつながる社会へ～　　　
１）総合討論
①序列意識／価値から外れるという考え方
A：やりたい人がやりたいことをするので、固
定的にリーダーはいない。ボトムアップ的な仕
組みでチーム作りし、序列はない。トランジショ
ンで世界とつながるが、具体的な活動で地域を
つなげる。
B：序列社会で生きてきて、疑問ももったので、
美しい村の活動に加わり、別の人生の満足感を
求めた。「村のエスプリ」、地域を守るために、
住民によるコンビニ、地元で買い物をし、よそ
でお金を使わないようにする。
C：住民と行政のコミュニケーションが少ない。
助成金は必要だが、依存してはいけない。
②小菅村と都市との交流の現状
A：多摩源流まつりを行う中で、ビジョンを策
定した。源流親子事業（教育再生）で、8世帯
20 名が移入してきた。
③学校がなくなると、若い人が来なくなる
A：村を変えるのは I ターン女性だ。地域おこ
し協力隊員は 3年後にどうするのか。職場を作
る必要がある。コンサルタントへの丸投げはよ
くない。住民が参画して構想を練るべきだが、
役場職員が住民に協力を求めない。
B：小菅村では都市との交流はできている。未
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来思考、幸せと思えること、教育が大事だ。地
域おこし協力隊員が自立できるか。
④村の一員として、排除の論理が働かないよう
に、どの段階で受け入れを認知するのか。Iター
ンだけではなく、Uターンの在り方も考えるべ
きだ。
⑤共通する考え方「依存し過ぎない、自立する」、
「自発性、内発性」：ボランタリーな活動が個性、
多様性のある地域の在り方を形成する。自立と
いうのは適当な妥協はするということで、反抗
的ということではない。「序列」：たとえば、大
学も序列社会である。その中にいて、個人とし
て信条に従い、意見を述べ、必要があれば抵抗
もし、行動する。心を閉じるのではなく、半開
きにしておき、柔軟に対応する。学びの場を維
持し、生涯学習の機会を拡大する。「学びの観
光」、エコスタディ・ツーリズム。

２）まとめ
　都市民は、健康で幸せであるために、自然の
一員としてのヒトの暮らし方、素のままの美し
い暮らしを農山村民から学ぶのがよい。地域
（場）で長老たちから暮らしの技能を体験的に
学び、手間暇かけて、自給の不便から学び、暮
らしのあり方をゆっくりと自分で納得しなが
ら、より良く変える。このためには、農山村民
はムラ社会（実は都市も含めて、日本の社会組
織の一般性質）をより開放的にせねばならない。
こうして、農山村民と都市民の確かな連携、協
働ができれば、永続する暮らしのあり方を探り
ながら新たな文明へと向かう可能性が開ける。
この可能性を具体化する実践事例が、世界各地
で行われている地域（場）で学ぶ活動において
展開されている。
　紹介された 4事例を比較して、表 1に特色を
示した。エコミュージアムは、フランス発祥の
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活動概念（1973）で、新博物館学のための国際
運動（1983）というネットワークにより、主に
フランス語圏に普及し、日本エコミュージアム
研究会（1995）もある。小菅村でも同研究会大
会を開催したことがある。
　同様に、フランスで最も美しい村（1982）の
活動が始まり、協会加盟には基準が厳しい。世
界で最も美しい村連合会というネットワークが
あるが、大方がフランス語圏に普及、日本は例
外的で、日本で最も美しい村連合（2005）がある。
源流の郷協議会（2005）は、小菅村役場から発
祥した活動であり、日本国内に限定されている。
　トランジション・タウン（2005）は、イギリ
スのトットネスで発祥した。市民活動であるの
で、前三者のように研究機関や行政機関の発想
によらないので、日本を含めて急速に世界中に
広まっている。エコミュージアム日本村はトラ
ンジション小菅を兼ねて、新たな市民活動概念
を学び、吸収することにした。
　自然文化誌研究会が提唱している「やあ山村、
雑穀街道」は、湘南新宿ラインおよび中央ライ
ン沿いに東西方向に都市をつないで普及してい
るトランジション・タウンを、南北方向に両ラ
インを横切って、すなわち山村と都市をつなご
うと志向するものである。
　事後の反省会の議論により、次回開催の「第
37 回環境学習セミナー」では、再度、首都大学
東京の山下佑介さんに、さらにじっくりとお話
ししていただくことにした。


